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１．複合施設のコンセプトの決定について
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未来をひらく、みんなの拠点
9年間の学びからその先へ

スポーツを通じて健全な心と体を育む
誰もが輝ける新たな舞台

・朋有小、巣鴨小、西巣鴨中の三校の
歴史をつなぎ、地域の文化や伝統を
継承する

・学校と地域とスポーツ関係者が一体と
なって新しい未来をひらく

未来をひらく、みんなの拠点

・誰もが新しいことに挑戦できる主役に
なれる舞台（場所）

・この舞台から、より広い社会へ、より
広い世界へ羽ばたき、未来を切りひら
く

誰もが輝ける新たな舞台

・誰もが気軽に好きなスポーツと出会い、
仲間と楽しく競い合うことで、心と体
の健康を育む

・本格的な競技環境に触れることで、
スポーツに興味関心を持つきっかけに

9年間の学びからその先へ

・小中連携9年間の学びと様々な活動を
通じて、人生の確かな土台を築く

・子どもたちの成長を見守りながら、
大人たちもともに成長し続ける、生涯
にわたる学びと交流を大切にする

スポーツを通じて健全な心と体を育む



２．地域説明会の開催報告について
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（１）開催日・場所・参加人数
・開催日程︓2月10日（火） 18時30分〜
・場所︓朋有小学校2階体育館
・参加人数︓21名（近隣、保護者等）

（２）説明内容
・整備計画について
・「考える会」の活動
・「提言書（案）」の内容
・今後のスケジュール
※当日説明資料については、参考資料のとおり
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 エレベータは設置する予定。具体的な利用ルールは、今後学
校と協議の上、決定していく。

プールの暑さ対策について

（３）主な質疑・意見

新施設におけるエレベーターの設置について

 新しい学校は、屋内プール等、天候に左右されにくい環境を
整備する方針。

豊島区らしい桜（ソメイヨシノ）を入学式・卒業式で見られる
ような計画にしてほしい

 設計段階の植栽計画の中で検討していく。
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巣鴨小学校区から通いやすい環境の具体策について

防災機能（特に水、トイレ、備蓄）について

 小中連携や小小連携を強化し、小学校の時から顔が見える関係性を深める
ことで、中学校進学時の不安を解消する。

 西巣鴨中学校の移転により巣鴨小学校区から距離が離れるため、通学用の
門の配置を工夫する。その他、通学方法などソフト面の対応についても、
開校までの間に教育委員会内で検討する。

 総合体育場と一体化し、広大なスペースを持つため、避難所機能は重要と
考えている。マンホールトイレ、備蓄倉庫など災害に強い施設づくりを進める。

（３）主な質疑・意見 ※続き

医療的ケア児への配慮について

 施設としては、誰もが過ごしやすいインクルーシブな施設となるよう計画を進める。
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 利用団体へのヒアリングや地下を活用する可能性も含めて検討を行い、
駐車スペース確保に努める。

野球場から学校へボールが飛んでくることに対する安全配慮について

総合体育場の駐車場確保について

 校庭と野球場が隣接する場合は、防球ネットの設置高や配置を工夫す
るなど、安全確保について十分なシミュレーションを行ったうえで設
計する。

（３）主な質疑・意見 ※続き
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（１）内容

①提言書（案）からの修正点について

②表紙デザインの決定について

参考資料「表紙デザインアンケート結果」について

３．考える会提言書について
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（２）提言書の提出

①日程・場所

・日時︓3月4日（水）16時30分〜

・場所︓区役所内

②出席者

・高際区長、清野教育長、代田会長、吉波副会長、各部会副部会長
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４．提言書提出後の流れについて
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